
令和８年度「全国キャリア教育・就職ガイダンス」

６月23日（火） Time ６月24日（水）

京都医療科学大学 9:30 聖和学園短期大学

(9:30-10:00) (9:30-10:00)

AIを用いた就活支援アプリの開発 短期大学英語授業における「わからなさに向き合う力」の育成

事例紹介別交流会 10:00 事例紹介別交流会

(10:00-10:20) (10:00-10:20)

新潟大学&森興産株式会社 10:35 広島大学

(10:35-11:05) (10:35-11:05)

産学連携による「日・英二言語就職ガイダンス」の多角展開
～日本人学生と留学生双方のニーズに応える

グローバル支援の実践～

広島大学における博士課程後期学生を対象とした
新たなキャリア支援・就職支援事業について

事例紹介別交流会 11:05 事例紹介別交流会

(11:05-11:25） (11:05-11:25）

長崎純心大学 11:40 東京都立大学

(11:40-12:10) (11:40-12:10)

企業向け大学の就職支援に関する取り組みの説明会　事例報告 東京都立大学の特色を生かしたキャリア支援活動の紹介

事例紹介別交流会 12:10 事例紹介別交流会

(12:10-12:30) (12:10-12:30)

横浜商科大学 13:30 高知工業高等専門学校

(13:30-14:00) (13:30-14:00)

教職協働によるキャリア形成支援科目の実践と成果に関する事例
～25卒・26卒の2年間の授業実践の比較を中心に～

5年一貫型の社会実装型キャリア教育の実践
－高知高専ソーシャルデザイン工学科改組10年を迎えて―

事例紹介別交流会 14:00 事例紹介別交流会

(14:00-14:20) (14:00-14:20)

株式会社角館アライアンス 14:35 株式会社ジーシーシー&独立行政法人日本学生支援機構

(14:35-15:05) (14:35-15:05)

官民連携の外国人材含めた就職支援とコミュニティ形成
代理返還制度の概要および

利用企業における制度活用の事例紹介

事例紹介別交流会 15:05 事例紹介別交流会

(15:05-15:25) (15:05-15:25)

名古屋経済大学 15:40 山形大学

(15:40-16:10) (15:40-16:10)

多様な背景を持つ学生との繋がりを大切にする
「三位一体」のキャリア教育・支援

～教員・職員・キャリアカウンセラーの連携体制～

地域企業との産学連携によるキャリア形成および就職支援：
「山形大学アライアンスネットワーク」の事例を基に

事例紹介別交流会 16:10 事例紹介別交流会

（16:10-16:30） （16:10-16:30）

岐阜協立大学 16:45 東京電機大学

(16:45-17:15) (16:45-17:15)

誰ひとり取り残さない就職支援へ
―地域産学連携による低年次キャリア教育の体系的改革と、

学生を守る安心・安全の就職支援―
キャリア形成支援と就職環境の現状

事例紹介別交流会 17:15 事例紹介別交流会

（17:15-17:35） （17:15-17:35）

※ 各事例紹介の発表概要は、２ページ目、３ページ目をご覧ください。

「キャリア教育・就職支援の取組」事例紹介　タイムテーブル



発表機関 タイトル

9:30-10:00 京都医療科学大学 AIを用いた就活支援アプリの開発

10:00-10:20

10:35-11:05 新潟大学&森興産株式会社
産学連携による「日・英二言語就職ガイダンス」の多角展開

～日本人学生と留学生双方のニーズに応えるグローバル支援の実践～

11:05-11:25

11:40-12:10 長崎純心大学 企業向け大学の就職支援に関する取り組みの説明会　事例報告

12:10-12:30

13:30-14:00 横浜商科大学
教職協働によるキャリア形成支援科目の実践と成果に関する事例

～25卒・26卒の2年間の授業実践の比較を中心に～

14:00-14:20

14:35-15:05 株式会社角館アライアンス 官民連携の外国人材含めた就職支援とコミュニティ形成

15:05-15:25

15:40-16:10 名古屋経済大学
多様な背景を持つ学生との繋がりを大切にする「三位一体」のキャリア教育・支援

～教員・職員・キャリアカウンセラーの連携体制～

16:10-16:30

16:45-17:15 岐阜協立大学
誰ひとり取り残さない就職支援へ　―地域産学連携による

低年次キャリア教育の体系的改革と、学生を守る安心・安全の就職支援―

17:15-17:35

事例紹介別交流会

本学では日本人学生・外国人留学生・多様な背景を持つ学生の進路希望に合わせたキャリア教育・支援を実施している。特に、学部１～３年生の
キャリア教育プログラムを実施する中で、キャリアセンターと連携を図り、教員・職員・キャリアカウンセラーが三位一体となって協力体制を取っているこ
とに大きな特徴がある。学生が低学年からキャリアセンターに訪問する回数を増やすことで、教員による「全体」での教育、職員・キャリアカウンセラーに
よる「個」の支援を可能としている。学生と向き合うそれぞれの立場からの視点を共有しながら、学生と繋がりを持てるような仕組みを構築し、伴走型の
キャリア教育・支援に取り組んでいる。

事例紹介別交流会

岐阜県大垣市の地方小規模大学（学生数約1,400名）が2025年度より推進する体系的キャリア教育改革の事例です。就職活動の早期化、悪質
エージェント被害、卒業後の早期転職等の社会課題に正面から向き合い、「誰ひとり取り残さない就職支援」を掲げ、ジョブシャドウイング（1年生対
象）、ジョブトラベル（少人数車座対話型イベント・1・2年生対象）、インターンシップ正課授業の改革、アスリート学生向け就職支援（UNIVAS優秀賞受
賞）、地域優良企業認定制度などの取り組みを産学官連携で実現させています。

事例紹介別交流会

仙北市では、人手不足を背景に需要が高まる高度外国人材の採用を支援するため、行政と語学に堪能な若手人材とで連携した取り組みを行ってい
ます。
採用に高いハードルを感じる中小企業などの課題を解決すべく、まずは地域や企業の魅力を伝えるモニターツアーを実施。過疎地域での生活をイ
メージできるよう、自然や文化にも触れる内容を取り入れています。その後はインターンシップの斡旋・サポートへと繋げ、さらに「仙北市グローバル雇
用・創業ワンストップセンター」とも連携。就職に伴うビザや住居の手続きまで包括的に支援することで、外国人材と企業の双方にとって安心な受入体
制を整えています。

６月23日（火） 「キャリア教育・就職支援の取組」事例紹介　発表概要

Time
発表概要

今回開発した就活用アプリは、学生が自ら考え、将来を主体的に切り拓く力を育成する教育支援アプリである。
  「未来トレーナー」という自分の価値観や将来像を問いを通じて深く内省し、言語化する力を養うものと「実践トレーナー」という、履歴書作成、面接ス
キル、非言語的トレーニングがあり、模範解答を示さず、学生自身が考え修正しながら成長していくプロセスを重視している。
志望分野ごとの視点を反映したフィードバックを行い、専門性に応じた思考力や表現力を高めるが、ここだけでは完結しない。
キャリア担当者や教員との対面指導と組み合わせることで、より実践的で効果的なキャリア支援を実現することを目的としている。

事例紹介別交流会

新潟大学は2023年より森興産株式会社と連携し、日本人学生と外国人留学生を対象とした「日・英二言語就職ガイダンス」を実施している。リソース
が限られる地方国立大学が外部専門機関と協働し、対象ごとに最適化された柔軟な支援を同時並行で展開する試みである。日本人学生には海外
留学経験を活かしたキャリアを、留学生には日英両トラックで就活の基礎を提示し、言語の壁を越えた情報提供と意識醸成を図った。実施後、多文
化共生への関心やキャリアパスの明確化を歓迎する声が寄せられている。本発表では産学連携を通じて多様な学生への柔軟な支援をいかに実現す
るか、地方大学のモデルケースを共有する。

事例紹介別交流会

2026年2月、長崎純心大学キャリア支援課は、「企業向け大学の就職支援に関する取り組みの説明会」を開催した。この説明会では、本学のキャリ
ア・就職支援に関する取り組みや就活生の実態、及び求人情報の提供方法を企業採用担当者へ紹介した。特に、本学学生の就職活動意識調査や
アセスメントテスト結果から見えてくる学生のリアルな姿を取り上げることに注力した。
産学連携を進めて行く中で、まず、大学が行っているキャリア教育を企業に知ってもらうことが重要だと感じている。今回、説明会に準備した内容や出
席者からの感想の分析を紹介したい。

事例紹介別交流会

教職協働によるキャリア形成支援科目の実践事例とその効果を報告する。本学では2・3年生の全学必修科目において、教員とキャリアセンター職員
が連携して授業を構築・運営し、授業内外の支援を一体化させている。具体的にはグループワーク中心の授業を展開する一方、授業外での個別フォ
ローを実施してきた。昨年度は25卒生の受講成果を報告したが、今年は26卒生のデータが蓄積されたため、入学年度が異なる両学年の比較を行っ
た。入学年度の違いがどう影響するのか、プログラムの効果を検証・検討する。2カ年のデータ比較を通じ、学生の意識向上等の成果と今後の課題を
明らかにする。

事例紹介別交流会



発表機関 タイトル

9:30-10:00 聖和学園短期大学 短期大学英語授業における「わからなさに向き合う力」の育成

10:00-10:20

10:35-11:05 広島大学
広島大学における博士課程後期学生を対象とした

新たなキャリア支援・就職支援事業について

11:05-11:25

11:40-12:10 東京都立大学 東京都立大学の特色を生かしたキャリア支援活動の紹介

12:10-12:30

13:30-14:00 高知工業高等専門学校
5年一貫型の社会実装型キャリア教育の実践

－高知高専ソーシャルデザイン工学科改組10年を迎えて―

14:00-14:20

14:35-15:05
株式会社ジーシーシー&

独立行政法人日本学生支援機構
代理返還制度の概要および利用企業における制度活用の事例紹介

15:05-15:25

15:40-16:10 山形大学
地域企業との産学連携によるキャリア形成および就職支援：

「山形大学アライアンスネットワーク」の事例を基に

16:10-16:30

16:45-17:15 東京電機大学 キャリア形成支援と就職環境の現状

17:15-17:35 事例紹介別交流会

事例紹介別交流会

東京都立大学では、OBOGの方に協力をいただき、卒業後のキャリアや社会人のリアルを知るイベントを開催しています。また、内定を得た現役生に体
験談を語ってもらったり、後輩のアドバイザー役として協力してもらったりしています。
低学年向けのキャリア教育としては、事前学習と夏季休業中に5～10日間の企業実習を行う「現場体験型しごと研究（実習）」（正課授業）を開講して
います。例年300名以上の学生が履修している人気の授業です。9割以上が1・2年生となっている本学の特色ある授業の一つとなっています。
本日は、本学の特色あるキャリア支援活動を紹介しますので、ぜひご参加ください。

事例紹介別交流会

高知高専ソーシャルデザイン工学科は改組から10年目を迎えました。課題先進県と呼ばれる高知県の社会特性を活かして、地域の企業・団体と連携
して社会課題解決と工学の融合に5年一貫型で取り組むカリキュラムを取り入れています。学生たちは学内で学んだ工学の知識や技術を、地域と連
携して社会実装に挑戦します。地域課題を理解し、工学を社会に実装できる創造的な人材を育成する社会実装型キャリア教育の取り組みを紹介しま
す。

事例紹介別交流会

2025年9月、文部科学省「令和7年度 未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業」に、本学提案の「「持続可能な発展を導く科学」
を実践する世界的大学院教育拠点形成」（参画：島根大学、岡山大学、山口大学、徳島大学、香川大学、愛媛大学、高知大学）が採択されました。
徹底した国際拠点形成（国際化）と徹底した産学連携教育を通じて、豊かな学識と国際性、高度な実践性を備えた博士人材を育成するとともに、質
の高い博士人材を増やすための組織改編も行います。
事例紹介では、全学年の留学生を対象とする「留学生キャリア形成促進プログラム」（文部科学省「留学生就職促進教育プログラム認定制度」事業）
もご紹介します。

①独立行政法人日本学生支援機構より代理返還制度の概要説明
②株式会社ジーシーシーより代理返還制度の活用の事例紹介

事例紹介別交流会

本報告では、山形大学の産学連携事業「山形大学アライアンスネットワーク」について紹介します。本ネットワークは、学生と参画する地元企業との多
様な接点創出を目的とし、学生のキャリア形成および就職支援に協働で取り組んでいます。約10年の実績を踏まえ、今年度からは運営経費の一部を
参画企業に負担いただくことで、より充実した連携体制へと移行しました。今回は、具体的な連携内容を報告するとともに、昨年開発した本学独自のオ
ンデマンドコンテンツ「OB・OG訪問サイト」の活用状況も共有します。

事例紹介別交流会

本学における学生への就職やキャリアに向けた支援内容と、就職環境の現状について発表します。
理工系である本学において、学生の特徴とその特徴をどのように活かしてキャリア形成に繋げているか、また、近年は就職環境が変化し、その状況にど
のように対応しているか事例を紹介します。

６月24日（水） 「キャリア教育・就職支援の取組」事例紹介　発表概要

Time
発表概要

本取組は、英語力や学習特性に多様性のある短期大学生を対象に、英語ポップス教材を活用し、職業生活にもつながる基礎的資質と学ぶ楽しさの
形成を目指す実践である。発達特性の有無にかかわらず、見通しの立たない学習場面に不安を感じやすい学生がいることを踏まえ、授業では作品の
背景や比喩を日本語で共有したうえで、英語の単語や表現を手がかりに意味を捉える。全部を完全に理解することではなく、分かる部分から見通しを
立て、不明点を残しながら学びを進める経験を重視する。毎回のアンケートにより理解度や不安感を把握し、説明量や演習難度を調整している。

事例紹介別交流会


